市議会だより原稿用紙　　（日本共産党）　（石井通春）
↓ここから記入してください。　
「生ごみ減量の取組を更に推進するために」
問：10月から兵太夫地区で始まった生ごみ分別により市内1万世帯にこの取組が広がった。この生ごみは堆肥として活用されているが、スーパー等から出る事業系ごみはほとんどが事業所任せで燃やしてしまっている。燃やすごみの4分の1を占める事業系ごみも処理ルートを開拓し減量をすべきだ。
答：業者の処理能力は2万世帯なので、これをさらに拡大する必要があるが、事業系生ごみ処理も視野に入れて新しい生ごみ処理ルートの開拓を進める
「学校図書館司書の専任、専門、正規化を求めて」
問：藤枝市は全小中学校に学校図書館司書を配置しているとしているが、実際は一人で2校を兼務、10時から14時までの非常勤勤務である。司書は、数多くある図書のすべてを覚え、子供がどの本を求めているかを探し出し、教師が授業で使う資料も提供する専門職であるという認識か
答：専門職であると考える。
問：実際は、勤務の大半が毎月入れ替わる図書のバーコード貼や図書カードの作成などの事務作業に追われている。専任にすれば1校だけの作業になる。
答：そうした事務作業も司書の大切な仕事である。
問：実際図書館に司書がいて子供に対応しているのは週2回の昼休みの25分間だけだ。高洲中に見に行ったが、返却と貸し出しの対応だけで手一杯で、専門職である司書の役割を果たせる状況にない。
答：基本的には現在の体制を維持していきたい。専任の司書教諭や、生徒が努める図書委員、さらに図書ボランティアなどの協力、連携も得られる。
問：司書教諭は兼任であり、授業で忙しく司書の対応ができる状況ではない。高洲中は図書館が教室から遠いという理由だけで1，3年生の生徒の貸し出し冊数が少ない実態がある。

答：自助、共助、公助の取組で対応は出来ている。司書は原則4時間勤務である。昼勤務から放課後勤務にずらすなどの対応ならできる。
問：藤枝市の市職員数は千人当たり4・46人。同等の88の自治体で2番目に少ない。これまでの削減ありきの「定員適正化計画」はやるべきではない。
答：今後は、削減ありきの計画をすることはしない。
＊1ページでまとめてください。














